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保管及び取り扱い
SONOvibは、悪天候から保護された乾燥した場所にて保管して下さい。

関連する主要な作業
• 木根太＋床合板、デッキプレート＋コンクリート、又は鉄筋コンクリートによる床版（＋断熱材）施工
• 同上表面の均し、不陸調整
• SONOvibの敷設（設計、仕様により敷流し、又は接着剤で固定）
• 木製フローリング、PVCタイル、LVP、カーペット等の床仕上材料に応じ設置し、又は糊付け固定などによる仕上工事（設計図、仕様、メーカー推奨工法による）
• 床面と交差する壁面への音響振動の遮断装置
• 巾木、ドア枠等の内装仕上工事

保証
MSLは、同社製品について、製造工程においては何ら欠陥も無く製造されたものである事を保証します。この保証期間は、製品の製造日から10年間に限られます。MSLは、次の条
件及び制限に従い、製造上の欠陥のある全ての製品について代金の払い戻しまたは製品の交換を致します。但しこの保証は、MSL製品の交換や再取付けに要する人件費または材
料費等には適用されません。購入者は、交換または払い戻しのために、欠陥のある製品を購買場所へ返却する必要があります。
当該SONOvibは、適度な湿度の屋内にて保管されていた必要があります。またこの保証は、同社製品や関連する材料を不適切に取り付けた事により発生するあらゆる不具合や損
害には適用されません。さらにこの保証は、最初の購入者にのみ有効で第三者に譲渡する事はできません。

SONOvibの施工条件
MSL製品とそれに関連する他社製品の施工手順や条件は、MSL、設計者及び関連製品製造メーカーの図面や取付説明書、場合によっては音響技師の指示に従う必要があります。
SONOvibを施工する前は、建物の開口部（ドア、窓、車庫のドア等）は悪天候等から保護する為に、全て閉じて下さい。また施工エリアは乾燥していなければなりません。
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製造元

株式会社 アクシスプランニングジャパン
〒107-0052
東京都港区赤坂1-3-5  赤坂アビタシオン311
contact: 03-6893-0393 / info@axisplan.com

総輸入元 お問い合わせ

製品についてのお問い合わせ、技術的なご質問等がございました
ら、お近くの販売代理店または総輸入元の(株)アクシスプランニン
グジャパンまでお気軽にお問い合わせ下さい。

2018.10 Ver.02 施工ガイドは随時更新する場合がございます。最新版はお近くの代理店または総輸入元の(株)アクシスプランニングジャパンまでお問い合わせください。



SONOvibは高密度リサイクルポリエステル繊維から製造された
床用の防音シートです。

環境に配慮したSONOvibは施工も非常に簡単。厚さも2.6mmと薄く、ビニル
系床材（LVP）やフローリング、カーペットなどに適した床用の下地材です。床の
衝撃を吸収するように設計され、衝撃音・振動音を軽減します。

ソノバイブ 防音メンブレン

SONOvib 基本情報

1,470mm（幅）ｘ15,240mm（長さ） 2.6mm 7.8kg 22.40㎡

ロールサイズ 厚さ 重量 表面積 密度

123.84kg/㎥

遮 音 振動音衝撃音防 音
床 用 リサイクルポリエステル繊維

SONOvibは、材料が散乱していない清潔でよく下塗りされた平らな表面（コンクリートや合板）に施工して下さい。
そうでない場合は、SONOvibを施工する前に必ず表面を平らにして下さい。

SONOvibは、ロールの巻き出し方向とフローリングの長手方向が直交するように施工して下さい。

SONOvibの接合個所は、重ならない様に確認し、継ぎ目はしっかりと突き合わせて下さい。ただし、SONOvibのロール端が隣り
合わせとなった場合は、ロール端は重ならないように約610mmずらして施工して下さい。
接合部分はテープで密閉する必要はありません。

SONOvibの施工

1.

2.

3.
 

SONOvibを正しく施工したのち、床材製造メーカーの推奨に従って、ビニル系床材を施工して下さい。SONOvibが床仕上げ材に
適合している事を確認して下さい。

SONOvibを正しく施工したのち、床材製造メーカーの推奨に従って、各種木製フローリングを施工して下さい。SONOvibが床仕
上げ材に適合している事を確認して下さい。

SONOvibを正しく施工したのち、カーペット製造メーカーの推奨に従って、カーペットを施工して下さい。SONOvibが床仕上げ
材に適合している事を確認して下さい。

SONOvibは、床下地に固定せずにフローティングのまま取り付けするか、もしくは接着して取り付けする事が可能です。
接着剤を適用する際は、接着剤製造メーカーの推奨に従って、MSL S-63や同等の接着剤を使用しSONOvibを床下地に接着し
て下さい。接着剤ののびを確実にする為に、34-35kgの重いローラーをSONOvibの上で転がして下さい。接着剤製造メーカーの
推奨に従って、床仕上げ材を貼る前に接着剤を乾燥させて下さい。

4.
 

カーペットをSONOvib上に施工

ビニル系床材（接着型又は置敷き型）をSONOvib上に施工

木製フローリング（接着型又は置敷き型）をSONOvib上に施工

注意：音の振動伝達を防ぐために
SONOvibの音響性能を最適化にするには、壁と床仕上げ材の間に隙間を残して、床から壁への振動の伝達を防いで下さい。
巾木は直接床に施工しないで下さい。床から壁への振動を防ぐ為に3mmの隙間を確保して下さい。
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